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浜

の家
庭料理をご紹介

羅臼漁協　　

田中　郁子さん

海ライス

【作り方】
米を研ぎ３０分位置く。
水１リットルに昆布を入れ、沸騰したら昆布を取り出し、昆布だし
を取る。
取り出した昆布は２～３ｃｍ位の長さの千切りにする。
①に③の昆布と②で取った昆布だし、Ａを入れ、２合の目盛りま
で水を入れて炊く。
塩鮭は焼いてから身をほぐす。
ご飯が炊きあがったら⑤を入れて混ぜる。
⑥を器に盛り、白ごまと千切りにした大葉を散らして出来上がり。

❶
❷

❸
❹

❺
❻
❼

昆
布
と
鮭
を
使
っ
た
簡
単
ご
は
ん

　
今
回
は「
海
ラ
イ
ス
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。水
で
戻
し
た
昆
布
を
１
セ
ン
チ
程
の

千
切
り
に
し
、鮭
を
焼
き
ほ
ぐ
し
て
フ
レ
ー
ク
を
作
り
混
ぜ
合
わ
せ
、ご
ま
の
風
味

を
効
か
せ
た
簡
単
な
料
理
で
す
。北
海
道
を
代
表
す
る
味
覚「
昆
布
と
鮭
」を

使
っ
た
美
味
し
い
ご
は
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【材料】（4人分）
・米・・・２合
・塩鮭・・・２切れ
・白ごま・・・適量
・大葉・・・４枚
・昆布・・・３枚（１５ｃｍ）
・昆布だし・・・１/２カップ

・しょうゆ・・・大さじ２
・みりん・・・大さじ１
・塩・・・小さじ１
・さとう・・・大さじ1と１/２

鮭と昆布で
つくる
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海海 夢夢ひとひと
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海海 夢夢ひとひと海 夢ひと

　２年前、道立だった22の試
験研究機関が、「道総研」と
いう一つの研究機構に移り、
職員全体で約1200名、うち研
究職員が800名ほどいますが、
その約２割が水産研究本部に
所属しています。北海道の基
幹産業である水産業を、研究
の面から支える組織で、その
重責を感じています。
　私が初めて勤務した釧路で、
水産試験場は、町のお医者さ
んのように、漁師さんの相談
にのることが大切な役割だと
教えられました。現場に出て
漁師さんたちと一緒に仕事を
し、話をしながら信頼関係を
築くことが、浜のための研究
に役立つことだと思っていま
す。

　いつでも最善を尽くすこと
をモットーに物事をいつも前
向きに捉えるようにしていま
す。例えば難しい仕事を「押

し付けられた」と考えるか、
「自分の力が認められ与えら
れた」と考えるかで、その経
過や結果は違ってきます。ま
た、私は般若心経の言葉が好
きで、今あるものにこだわり
過ぎると、失った時辛い思い
をすると学びました。時代や
物は自分の意思とは関係なく
変わっていくものと達観した
時、肉親の死も受け入れられ、
少し気持ちが楽になりました。
　家を構えて10年程経過した
余市は、とても住みやすい街
で、休みには釣りや山菜採り

などで過ごしています。昔か
ら料理が好きで、秋鮭が一本
手に入ると、イクラの醤油漬、
山漬け、めふん、燻製、トバ
も作って楽しんでいます。

　国内では魚離れが進んでい
ますが、世界的な健康志向か
ら「天然もの」に人気が集ま
り、天然で安全な道産水産物
の需要が高まっており、北海
道漁業の未来は明るいと思っ
ています。
　漁業には運送、加工、冷凍、
仲卸、小売、観光など多くの
関連産業があり、それらの産
業の基礎になっています。さ
らに、国境監視、物質循環、
生態系保全など、漁業には
様々な機能があります。浜の
皆さんは漁業に自信と誇りを
持ってください。私たちは
「浜」の現場に入り、北海道
の水産業を支えます。一緒に
頑張りましょう。

水産試験場は
　　　　町のお医者さん

「浜」の現場に入り
北海道の水産業を支えたい

鳥澤　 雅
まさる

さん
地方独立行政法人北海道立総合研究機構

水産研究本部・中央水産試験場
本部長兼場長

漁業に自信と誇りを持って

最善をつくして前向きに

秋晴れがまぶしい猿払の港
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目

　
　
　
　
　次

頭すっきり!! ブレイクタイム11

漁協系統顧問活動を振り返って6
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クローズアップ宣伝事業16
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8 ぎょれんISO14001認証取得

海ひと夢
地方独立行政法人北海道立総合研究機構  水産研究本部・中央水産試験場
本部長兼場長　鳥澤　 雅さん
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浜の家族物語
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　連
載
企
画
「
海
岸
線
の
仲
間
た
ち
」。

シ
リ
ー
ズ
で
浜
の
皆
さ
ん
を
ま
る
ご
と

紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
13
回
は
渡
島
管

内
上
磯
郡
漁
協
で
す
。

上磯郡漁協
山崎組合長

上
磯
郡
漁
協
（
平
成
23
年
3
月
末
現
在
）

●
組
合
員
数
…
2
5
8
名

　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
准
組
合
員
5
名
）

●
役
職
員
数
…
41
名

●
本
所
所
在
地
…
上
磯
郡
知
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
涌
元
34
番
地
１
先

●
販
売
事
業
取
扱
高
…
13
億
7
千
万
円

●
主
要
魚
種
…
鮭
、ホ
タ
テ
、昆
布
等

　
上
磯
郡
漁
協
は
平
成
16
年
、
上
磯
、
上
磯
は
ま
な

す
、
木
古
内
、
知
内
の
４
漁
協
が
合
併
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
北
斗
市
か
ら
知
内
町
ま
で
の
３
市
町
に
ま

た
が
る
海
岸
線
は
、
56
キ
ロ
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
漁
協
合
併
の
協
議
は
平
成
15
年
に
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
合
併
前
、
一
部
組
合
の
自
己
資
本
不
足
が
問
題

と
な
り
ま
し
た
が
、
４
単
協
揃
っ
て
合
併
す
る
と
い

う
意
思
は
固
く
、
合
併
推
進
に
向
け
心
を
砕
き
ま
し

た
。
自
治
体
か
ら
の
資
金
支
援
、
利
子
補
給
な
ど
財

政
的
な
支
援
を
得
な
が
ら
、
１
年
と
い
う
短
期
間
で

合
併
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
上
磯
郡
漁
協
は
地
区
に
よ
っ
て
漁
業
に
特
色
が
あ

り
、
函
館
寄
り
か
ら
上
磯
地
区
は
、
小
定
置
と
ホ
ッ

キ
突
き
の
伝
統
的
な
漁
法
が
あ
り
ま
す
。
は
ま
な
す

地
区
は
底
建
、
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ
メ
の
刺
網
、
ワ
カ

メ
、
昆
布
養
殖
、
木
古
内
地
区
は
底
建
、
ホ
タ
テ
養

殖
、
タ
コ
箱
漁
業
で
す
。
知
内
地
区
は
底
建
網
、
ホ

タ
テ
養
殖
と
カ
キ
養
殖
、
イ
カ
釣
り
な
ど
の
一
本
釣

り
、
ウ
ニ
の
中
間
育
成
が
あ
り
、
比
較
的
漁
業
は
安

定
し
て
い
ま
す
。

　
知
内
町
と
漁
協
が
一
緒
に
行
う
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
２

月
に
行
わ
れ
る
「
カ
キ
VS
ニ
ラ
ま
つ
り
」
を
筆
頭

に
、
知
内
町
と
交
流
の
あ
る
東
京
都
北
区
で
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
道
南
初
の
鮭
ふ
化
事
業
河
川
「
茂

辺
地
川
」
の
河
川
敷
で
は
「
さ
け
祭
り
」
が
毎
年
行

わ
れ
、
北
斗
市
で
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食

を
実
施
し
て
お
り
、
上
磯
地
区
の
特
産
で
あ
る
ホ
ッ

キ
、
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
な
ど
を
学
校
給
食
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
木
古
内
町
で
は
、
一
昨
年
か
ら
地

元
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
道
内
外
の

小
中
高
校
生
の
研
修
旅
行
を
受
け
入
れ
、
地
元
漁
業

者
と
地
び
き
網
等
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
柱
は
養
殖
漁
業
で
あ
り
、
ホ
タ
テ
、
カ

キ
、
ウ
ニ
、
昆
布
、
ワ
カ
メ
等
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
47
〜
48
年
頃
か
ら
ワ
カ
メ
養
殖
が
始
め

ら
れ
、
カ
キ
養
殖
は
宮
城
県
か
ら
種
苗
や
技
術
を
取

り
入
れ
、
冬
場
の
仕
事
が
無
か
っ
た
知
内
地
区
を
中

心
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ホ
タ
テ
は
耳
吊
り
方
式
で
始

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
30
メ
ー
ト
ル
弱
と
い
う
水
深
の

浅
さ
が
原
因
で
貝
の
成
長
が
悪
く
、
速
い
潮
で
養
殖

施
設
が
落
下
し
て
し
ま
う
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
現
在
の
「
籠
養
殖
」
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
生
産
規
模
で
は
全
道
随
一
の
規
模
を
誇
る
「
ウ
ニ

人
工
種
苗
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
63
年
竣

工
、
当
初
は
道
南
の
広
域
種
苗
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
、
約
５
百
万
粒
の
種
苗
生
産
能
力
を
持
つ
施
設
で

し
た
が
、
昨
年
度
水
槽
を
28
本
増
設
し
、
７
百
万
粒

の
生
産
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
道
南

の
漁
協
へ
の
種
苗
供
給
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
あ
る
知
内
町
は
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
が
生
息

す
る
南
限
で
あ
り
、
水
温
が
５
度
以
下
に
な
ら
な
い

ウ
ニ
の
種
苗
生
育
に
適
し
た
環
境
で
す
。
施
設
で
５

ミ
リ
ま
で
育
て
た
種
苗
を
、
組
合
員
が
約
４
カ
月
を

か
け
て
20
ミ
リ
ま
で
中
間
育
成
し
て
お
り
、
年
間
水

揚
は
１
億
円
程
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
旧
木
古
内
漁
協
の
区
画
漁
業
権
に
つ
い
て
、
地
区

の
組
合
員
も
共
同
で
利
用
出
来
る
よ
う
漁
業
権
行
使

規
則
を
変
更
、
画
期
的
な
入
会
を
認
め
ま
し
た
。
組

合
で
は
今
後
と
も
施
設
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
部
分

を
有
効
利
用
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
生
産
増
に
結
び

つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
漁
船
漁
業
か
ら
安
定
し
た
昆
布
を
中
心
と
し
た
養

殖
漁
業
へ
、
若
い
漁
業
者
を
中
心
に
転
換
を
奨
励
し

て
お
り
、
未
利
用
の
天
然
ワ
カ
メ
資
源
を
有
効
活
用

す
る
な
ど
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
生
産
減
を
補
う
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今回は上磯郡漁協本所の女性職員４名に登

場してもらいました。写真左から福井亜希さ

ん（信用部）、吉田智子さん（事業部）、金札

晴奈さん（事業部）、藤谷洋子さん（信用部）

１
年
と
い
う
短
期
間
で
合
併
を
成
し
遂
げ
る

全
道
随
一
の「
ウ
ニ
人
工
種
苗
生
産
セ
ン
タ
ー
」

組
合
の
柱「
養
殖
漁
業
」に
力
を
注
ぐ

画
期
的
な
区
画
漁
業
権
の
入
会
制
度

地
元
自
治
体
と

　
　
　
漁
協
と
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
活
発

ウニの種苗を屋外で生産する「ウニ人工種苗センター」

かなふだ

ふじや
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し
て
い
ま
す
。
第
13
回
は
渡
島
管

内
上
磯
郡
漁
協
で
す
。

上磯郡漁協
山崎組合長

上
磯
郡
漁
協
（
平
成
23
年
3
月
末
現
在
）

●
組
合
員
数
…
2
5
8
名

　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
准
組
合
員
5
名
）

●
役
職
員
数
…
41
名

●
本
所
所
在
地
…
上
磯
郡
知
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
涌
元
34
番
地
１
先

●
販
売
事
業
取
扱
高
…
13
億
7
千
万
円

●
主
要
魚
種
…
鮭
、ホ
タ
テ
、昆
布
等

　
上
磯
郡
漁
協
は
平
成
16
年
、
上
磯
、
上
磯
は
ま
な

す
、
木
古
内
、
知
内
の
４
漁
協
が
合
併
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
北
斗
市
か
ら
知
内
町
ま
で
の
３
市
町
に
ま

た
が
る
海
岸
線
は
、
56
キ
ロ
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
漁
協
合
併
の
協
議
は
平
成
15
年
に
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
合
併
前
、
一
部
組
合
の
自
己
資
本
不
足
が
問
題

と
な
り
ま
し
た
が
、
４
単
協
揃
っ
て
合
併
す
る
と
い

う
意
思
は
固
く
、
合
併
推
進
に
向
け
心
を
砕
き
ま
し

た
。
自
治
体
か
ら
の
資
金
支
援
、
利
子
補
給
な
ど
財

政
的
な
支
援
を
得
な
が
ら
、
１
年
と
い
う
短
期
間
で

合
併
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
上
磯
郡
漁
協
は
地
区
に
よ
っ
て
漁
業
に
特
色
が
あ

り
、
函
館
寄
り
か
ら
上
磯
地
区
は
、
小
定
置
と
ホ
ッ

キ
突
き
の
伝
統
的
な
漁
法
が
あ
り
ま
す
。
は
ま
な
す

地
区
は
底
建
、
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ
メ
の
刺
網
、
ワ
カ

メ
、
昆
布
養
殖
、
木
古
内
地
区
は
底
建
、
ホ
タ
テ
養

殖
、
タ
コ
箱
漁
業
で
す
。
知
内
地
区
は
底
建
網
、
ホ

タ
テ
養
殖
と
カ
キ
養
殖
、
イ
カ
釣
り
な
ど
の
一
本
釣

り
、
ウ
ニ
の
中
間
育
成
が
あ
り
、
比
較
的
漁
業
は
安

定
し
て
い
ま
す
。

　
知
内
町
と
漁
協
が
一
緒
に
行
う
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
２

月
に
行
わ
れ
る
「
カ
キ
VS
ニ
ラ
ま
つ
り
」
を
筆
頭

に
、
知
内
町
と
交
流
の
あ
る
東
京
都
北
区
で
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
道
南
初
の
鮭
ふ
化
事
業
河
川
「
茂

辺
地
川
」
の
河
川
敷
で
は
「
さ
け
祭
り
」
が
毎
年
行

わ
れ
、
北
斗
市
で
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食

を
実
施
し
て
お
り
、
上
磯
地
区
の
特
産
で
あ
る
ホ
ッ

キ
、
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
な
ど
を
学
校
給
食
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
木
古
内
町
で
は
、
一
昨
年
か
ら
地

元
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
道
内
外
の

小
中
高
校
生
の
研
修
旅
行
を
受
け
入
れ
、
地
元
漁
業

者
と
地
び
き
網
等
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
柱
は
養
殖
漁
業
で
あ
り
、
ホ
タ
テ
、
カ

キ
、
ウ
ニ
、
昆
布
、
ワ
カ
メ
等
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
47
〜
48
年
頃
か
ら
ワ
カ
メ
養
殖
が
始
め

ら
れ
、
カ
キ
養
殖
は
宮
城
県
か
ら
種
苗
や
技
術
を
取

り
入
れ
、
冬
場
の
仕
事
が
無
か
っ
た
知
内
地
区
を
中

心
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ホ
タ
テ
は
耳
吊
り
方
式
で
始

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
30
メ
ー
ト
ル
弱
と
い
う
水
深
の

浅
さ
が
原
因
で
貝
の
成
長
が
悪
く
、
速
い
潮
で
養
殖

施
設
が
落
下
し
て
し
ま
う
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
現
在
の
「
籠
養
殖
」
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
生
産
規
模
で
は
全
道
随
一
の
規
模
を
誇
る
「
ウ
ニ

人
工
種
苗
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
63
年
竣

工
、
当
初
は
道
南
の
広
域
種
苗
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
、
約
５
百
万
粒
の
種
苗
生
産
能
力
を
持
つ
施
設
で

し
た
が
、
昨
年
度
水
槽
を
28
本
増
設
し
、
７
百
万
粒

の
生
産
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
道
南

の
漁
協
へ
の
種
苗
供
給
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
あ
る
知
内
町
は
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
が
生
息

す
る
南
限
で
あ
り
、
水
温
が
５
度
以
下
に
な
ら
な
い

ウ
ニ
の
種
苗
生
育
に
適
し
た
環
境
で
す
。
施
設
で
５

ミ
リ
ま
で
育
て
た
種
苗
を
、
組
合
員
が
約
４
カ
月
を

か
け
て
20
ミ
リ
ま
で
中
間
育
成
し
て
お
り
、
年
間
水

揚
は
１
億
円
程
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
旧
木
古
内
漁
協
の
区
画
漁
業
権
に
つ
い
て
、
地
区

の
組
合
員
も
共
同
で
利
用
出
来
る
よ
う
漁
業
権
行
使

規
則
を
変
更
、
画
期
的
な
入
会
を
認
め
ま
し
た
。
組

合
で
は
今
後
と
も
施
設
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
部
分

を
有
効
利
用
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
生
産
増
に
結
び

つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
漁
船
漁
業
か
ら
安
定
し
た
昆
布
を
中
心
と
し
た
養

殖
漁
業
へ
、
若
い
漁
業
者
を
中
心
に
転
換
を
奨
励
し

て
お
り
、
未
利
用
の
天
然
ワ
カ
メ
資
源
を
有
効
活
用

す
る
な
ど
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
生
産
減
を
補
う
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今回は上磯郡漁協本所の女性職員４名に登

場してもらいました。写真左から福井亜希さ

ん（信用部）、吉田智子さん（事業部）、金札

晴奈さん（事業部）、藤谷洋子さん（信用部）

１
年
と
い
う
短
期
間
で
合
併
を
成
し
遂
げ
る

全
道
随
一
の「
ウ
ニ
人
工
種
苗
生
産
セ
ン
タ
ー
」

組
合
の
柱「
養
殖
漁
業
」に
力
を
注
ぐ

画
期
的
な
区
画
漁
業
権
の
入
会
制
度

地
元
自
治
体
と

　
　
　
漁
協
と
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
活
発

ウニの種苗を屋外で生産する「ウニ人工種苗センター」

かなふだ

ふじや
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「
部
員
は
兄
弟
み
た
い
な
も
の
だ
ね
。
」
と
話
す
西

山
さ
ん
は
、
上
磯
郡
漁
協
知
内
地
区
の
青
年
部
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
漁
協
全
体
で
は
30
名
程
、
こ
の
地
区

は
７
名
の
部
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
青
年
部
の
活

動
は
、
地
元
の
大
漁
祭
り
や
「
カ
キ
VS
ニ
ラ
ま
つ
り
」

に
出
店
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
を
焼
い
て
販
売
し
、
イ
ベ

ン
ト
で
の
売
り
上
げ
を
活
動
資
金
に
、
毎
年
青
年
部

の
全
道
大
会
に
は
部
員
全
員
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
知
内
地
区
の
青
年
部
で
は
、
歴
代
自
分
た
ち
の
前

浜
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

養
殖
漁
業
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
で
、
生
活
の
安
定
に

も
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
ヒ
ラ
メ
、
ホ
タ
テ
等
、
イ

ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
魚
を
自
分
た
ち
で
育
て
た
こ
と

も
あ
り
、
ホ
ッ
ケ
の
海
中
飼
育
や
養
殖
の
試
験
な
ど
、

常
に
先
を
見
据
え
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
宮
城
で
ホ
ヤ
の
養
殖
を
見
学
、
宮
城
の
青

年
部
員
と
の
話
が
進
み
、
青
年
部
で
ホ
ヤ
の
中
間
育

成
を
始
め
ま
し
た
。
去
年
か
ら
は
地
元
の
ウ
ニ
種
苗

セ
ン
タ
ー
で
育
成
し
た
種
苗
を
ロ
ー
プ
に
種
を
つ
け

て
垂
下
し
、
中
間
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
近
い

将
来
韓
国
に
ホ
タ
テ
や
ア
ワ
ビ
の
養
殖
漁
業
を
視
察

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。」
と
話
す
西
山
さ
ん
、
浜
に

新
た
な
種
を
ま
く
青
年
部
活
動
が
止
む
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
女
性
部
長
に
就
任
し
て
５
年
目
と
い
う
成
澤
さ
ん

は
、
季
節
ご
と
の
地
元
の
お
祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
東
京
都
北
区
で
行
わ
れ
る

区
民
祭
り
で
は
、
知
内
名
産
カ
キ
フ
ラ
イ
を
提
供
、

マ
コ
ガ
レ
イ
と
か
ウ
ニ
等
、
地
元
の
魚
介
類
の
Ｐ
Ｒ

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
知
内
高
校
で
地
元
の
魚
介
類
の
捌
き
方
教
室
を
年

２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
獲
れ
る
鮭
、
ホ
タ
テ
、

ホ
ッ
ケ
な
ど
捌
き
方
を
中
心
と
し
た
講
座
で
、
２
日

間
か
け
た
本
格
的
な
も
の
で
、
捌
き
方
の
手
本
を
ま

ず
見
せ
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
生
徒
た
ち

は
全
員
魚
を
触
り
ま
す
。
捌
い
た
魚
を
使
っ
た
料
理

を
作
っ
て
試
食
、
鮭
の
つ
み
れ
汁
、
甘
酢
揚
げ
な
ど

い
つ
も
好
評
で
す
。
「
私
た
ち
も
生
徒
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
で
、
気
持
ち
が
若
く
な
っ
て
朗
ら
か
に
な

り
ま
す
。」
と
話
す
成
澤
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。

　
一
昨
年
か
ら
は
地
元
農
協
女
性
部
と
の
交
流
を
深

め
て
お
り
、
知
内
高
校
で
の
料
理
教
室
を
合
同
で
開

く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
「
私
た
ち
は
魚
の
捌
き
方

を
、
農
家
の
方
は
ニ
ラ
等
の
地
元
食
材
を
使
っ
た
食

べ
方
を
教
え
ま
す
。
私
た
ち
も
生
徒
以
上
に
農
家
の

料
理
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
気
取
ら
な
い
で
楽
し
み

な
が
ら
部
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
女
性
部
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
元
の
魚
介
を
使
っ
た
食
育
に

　
　
　
　
　
　
力
を
注
ぐ
女
性
部
活
動

なり   さわ すず　 こ

上磯郡漁協
知内地区青年部長

西山　繁雄さん
しげ　おにし　やま

常
に
先
を
見
据
え
た

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
青
年
部
活
動

上磯郡漁協
知内地区女性部長

成澤　鈴子さん

ホタテは「籠養殖」で生産されています

上磯地区の伝統漁法「ホッキガイ突き採り漁」

稚ウニの出荷作業地元知内高校の1年生が体験する「漁業実習」の様子。 種ガキをロープにはさむ作業（左）と
ホタテの選別（右）など2時間半ほど前浜の作業にあたりました

知内高校で行われている「魚の捌き方教室」
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使
っ
た
料
理

を
作
っ
て
試
食
、
鮭
の
つ
み
れ
汁
、
甘
酢
揚
げ
な
ど

い
つ
も
好
評
で
す
。
「
私
た
ち
も
生
徒
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
で
、
気
持
ち
が
若
く
な
っ
て
朗
ら
か
に
な

り
ま
す
。」
と
話
す
成
澤
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。

　
一
昨
年
か
ら
は
地
元
農
協
女
性
部
と
の
交
流
を
深

め
て
お
り
、
知
内
高
校
で
の
料
理
教
室
を
合
同
で
開

く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
「
私
た
ち
は
魚
の
捌
き
方

を
、
農
家
の
方
は
ニ
ラ
等
の
地
元
食
材
を
使
っ
た
食

べ
方
を
教
え
ま
す
。
私
た
ち
も
生
徒
以
上
に
農
家
の

料
理
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
気
取
ら
な
い
で
楽
し
み

な
が
ら
部
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
女
性
部
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
元
の
魚
介
を
使
っ
た
食
育
に

　
　
　
　
　
　
力
を
注
ぐ
女
性
部
活
動

なり   さわ すず　 こ

上磯郡漁協
知内地区青年部長

西山　繁雄さん
しげ　おにし　やま

常
に
先
を
見
据
え
た

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
青
年
部
活
動

上磯郡漁協
知内地区女性部長

成澤　鈴子さん

ホタテは「籠養殖」で生産されています

上磯地区の伝統漁法「ホッキガイ突き採り漁」

稚ウニの出荷作業地元知内高校の1年生が体験する「漁業実習」の様子。 種ガキをロープにはさむ作業（左）と
ホタテの選別（右）など2時間半ほど前浜の作業にあたりました

知内高校で行われている「魚の捌き方教室」
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今
回
は
、
漁
協
系
統
団
体
の
顧
問
弁
護
士

活
動
を
通
じ
て
、
長
年
漁
協
や
浜
に
お
け
る

訴
訟
問
題
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
度
旭
日

中
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
、
弁
護
士
の
山
本
穫

さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　漁
協
系
統
の
顧
問
弁
護
士
は
昭
和
四
十
五
・
六
年
頃
、

先
輩
の
弁
護
士
か
ら
紹
介
、
推
薦
さ
れ
引
き
受
け
ま
し
た
。

債
権
回
収
、
信
用
事
業
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
損
害
賠
償

の
事
例
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
実
務
相
談
等
は
日

常
的
に
数
限
り
な
く
あ
り
ま
す
。

　数
々
の
お
付
き
合
い
し
た
中
で
、
漁
業
者
の
性
格
は
カ

ラ
ッ
と
し
て
い
て
私
は
好
き
で
す
。
し
か
し
、
物
事
に
こ

だ
わ
り
過
ぎ
な
い
の
が
悪
く
影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
組
合
と
組
合
員
の
間
の
紛
争
に
は
、
組
合

員
の
「
甘
え
」
と
こ
れ
を
許
す
組
合
の
傾
向
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
是
々
非
々
で
行
か
な
い
の
も
風
土
で
す
が
、
何

時
で
も
出
る
と
こ
ろ
に
出
て
も
動
じ
な
い
、
厳
然
と
し
た

態
度
と
組
合
の
指
導
力
が
も
の
を
言
う
こ
と
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

　あ
る
組
合
で
、ダ
イ
バ
ー
業
者
に
工
事
を
請
け
負
わ
せ
た

と
こ
ろ
、業
者
の
従
業
員
が
事
故
で
死
亡
、
そ
の
遺
族
か
ら

極
め
て
多
額
の
損
害
賠
償
請
求
を
受
け
た
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
件
で
は
、
組
合
は
負
け
に
ほ
ぼ
等
し
い
和
解

と
な
り
、多
額
の
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
工
事
に
関
す
る
支
配
関
係
、

利
益
関
係
の
有
無
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
、

契
約
で
責
任
の
帰
属
を
明
確
に
し
、
実
態
に
お
い
て
も
、

指
揮
監
督
す
る
な
ら
こ
れ
を
徹
底
し
、
責
任
保
険
が
可
能

な
ら
か
け
る
。
指
揮
管
理
を
や
ら
な
い
な
ら
全
く
や
ら
な

い
等
の
対
応
が
大
切
で
、
中
途
半
端
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　こ
の
事
件
で
非
常
に
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、
依
頼
主
で

あ
る
組
合
が
自
分
に
不
利
な
こ
と
は
私
に
知
ら
せ
ず
、
裁

判
の
経
過
の
中
で
そ
れ
が
次
々
に
出
て
来
て
、
大
い
に
慌

て
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
我
々
代
理
人
に
は
素
人
判
断

せ
ず
に
、
有
利
な
こ
と
も
不
利
な
こ
と
も
全
部
話
し
て
い

た
だ
か
な
い
と
困
る
の
で
す
。
私
と
一
緒
に
あ
り
の
ま
ま

の
事
実
の
状
況
か
ら
、
最
も
良
い
解
決
方
法
を
探
し
て
い

き
た
い
か
ら
で
す
。

　日
本
海
で
、
組
合
員
が
遊
漁
船
を
や
っ
て
い
て
、
定
員

オ
ー
バ
ー
等
安
全
義
務
違
反
に
よ
っ
て
多
数
の
乗
船
客
を

死
亡
さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件
で
も
判
断

の
基
準
は
、
事
故
の
発
生
に
直
接
関
与
し
な
い
組
合
の

「
支
配
と
利
益
」
の
関
係
で
す
。
こ
の
事
件
で
は
町
と
と

も
に
組
合
に
は
一
切
の
責
任
は
な
い
と
の
判
決
を
得
ま
し

た
。
遊
漁
に
つ
い
て
規
制
、
指
導
ま
た
は
い
く
ら
か
の
利

益
を
得
て
い
れ
ば
、
違
う
結
果
と
な
っ
た
可
能
性
が
大
き

い
の
で
す
。
こ
の
事
件
以
後
北
海
道
で
は
、
「
組
合
は
遊

漁
船
業
に
手
を
出
す
な
（
貸
す
な
）
」
が
方
針
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

　古
い
お
話
し
で
す
が
、
あ
る
組
合
で
組
合
員
の
加
入
申

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
者
は
、
か
ね
て
組
合

員
で
い
っ
た
ん
脱
退
、
組
合
員
当
時
は
総
会
決
議
に
従
わ

な
い
と
か
、
密
漁
ま
が
い
の
行
為
を
繰
り
返
す
者
で
、
組

合
は
断
固
と
し
て
再
加
入
を
お
断
り
し
た
の
で
す
が
、
こ

の
者
は
、
生
活
権
を
盾
に
訴
え
を
起
こ
し
、
組
合
が
加
入

を
認
め
る
べ
き
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　組
合
は
加
入
を
拒
否
で
き
る
正
当
な
事
由
を
構
成
す
る

事
実
と
し
て
、非
行
事
実
を
あ
げ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
事
実
は
「
生
活
権
」
と
か
、「
加
入
脱
退
自
由
の
原
則
」

で
ゴ
シ
ゴ
シ
も
ま
れ
、
フ
ル
イ
に
か
け
ら
れ
て
、
非
行
事

実
は
や
せ
細
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　善
良
な
組
合
員
に
と
っ
て
は
耐
え
難
い
こ
と
で
「
そ
ん

な
者
は
村
八
分
だ
」
と
か
「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
ん
な
こ
と

も
あ
っ
た
」
と
い
う
「
浜
の
声
」
。
こ
れ
に
加
え
、
裁
判

結
果
が
明
ら
か
で
な
い
内
に
「
勝
っ
た
、
負
け
た
」
の
空

気
が
作
ら
れ
、
執
行
者
も
動
揺
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
、

訴
訟
の
適
切
な
遂
行
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
浜
の
声
」
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
は
大
切
な
の
で
す
が
、

組
合
役
職
員
が
毅
然
た
る
態
度
を
維
持
し
て
欲
し
い
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　協
同
組
合
の
制
度
は
、
公
正
で
理
想
的
な
共
同
社
会
を

目
指
す
も
の
で
す
。
現
在
の
資
本
主
義
的
な
競
争
社
会
の

思
想
や
法
制
度
と
は
し
っ
く
り
し
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
共
同
漁
業
権
行
使
規
則
に
は
行
使
承
認
基
準
が
、

行
政
の
示
す
例
の
ま
ま
の
み
が
認
可
さ
れ
て
い
る
実
態
が

あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
き
め
細
か
い
「
生
計
の
当
該
漁
業

へ
の
依
存
度
」
を
行
使
制
限
基
準
に
す
る
な
ど
の
工
夫
に

よ
っ
て
、
所
得
機
会
の
均
等
化
に
資
す
る
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
意
見
の
反
映
も
活
動

と
し
て
必
要
か
と
。

　紛
争
の
防
止
と
解
決
に
は
、
説
得
を
繰
り
返
し
行
っ
て

納
得
を
得
る
こ
と
が
早
道
で
、
組
合
の
円
滑
な
運
営
に
欠

か
せ
な
い
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
怠

り
の
な
い
執
行
者
の
態
度
、
つ
ま
り
組
合
運
動
に
重
要
な

原
則
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
教
育
活
動
」
の
重
要
性

が
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　日
ハ
ム
の
応
援
に
は
札
幌
ド
ー
ム
ま
で
出
か
け
て
、
今

年
は
三
回
行
き
ま
し
た
。
最
近
の
試
合
は
残
念
で
す
。
春

に
な
る
と
沖
縄
へ
息
抜
き
に
訪
れ
、
ミ
ス
テ
リ
ー
や
小
説

を
原
書
で
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。
弁
護
士
ペ
リ
ー
・
メ

イ
ス
ン
も
の
は
お
す
す
め
で
す
。
生
ま
れ
は
上
湧
別
町

（
現
在
の
湧
別
町
）
魚
が
大
好
き
で
毎
日
食
べ
ま
す
。
こ

の
度
の
叙
勲
は
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
ご
褒
美
に
与
え
ら
れ

た
も
の
と
し
て
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ぎ
ょ
れ
ん
顧
問
弁
護
士

み
の
り

【聞き手】大久保 法幸
（ぎょれん指導教育部）

山

　
本

　
　
　
穫
さ
ん

対  
談

漁
協
系
統
顧
問
活
動
を
振
り
返
っ
て

漁
業
関
係
者
と
お
付
き
合
い
し
て
み
て

事
実
関
係
を
も
と
に
一
緒
に
考
え
た
い

確
固
と
し
た
事
実
の
認
識
と「
浜
の
声
」

遊
漁
船
業
の
事
故
に
組
合
は
責
任
を
負
う
の
か

問
わ
れ
る
組
合
の
指
導
力

個
人
の
自
由
と
協
同
運
動
の
は
ざ
ま
で
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と
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の
加
入
申

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
者
は
、
か
ね
て
組
合

員
で
い
っ
た
ん
脱
退
、
組
合
員
当
時
は
総
会
決
議
に
従
わ

な
い
と
か
、
密
漁
ま
が
い
の
行
為
を
繰
り
返
す
者
で
、
組

合
は
断
固
と
し
て
再
加
入
を
お
断
り
し
た
の
で
す
が
、
こ

の
者
は
、
生
活
権
を
盾
に
訴
え
を
起
こ
し
、
組
合
が
加
入

を
認
め
る
べ
き
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　組
合
は
加
入
を
拒
否
で
き
る
正
当
な
事
由
を
構
成
す
る

事
実
と
し
て
、非
行
事
実
を
あ
げ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
事
実
は
「
生
活
権
」
と
か
、「
加
入
脱
退
自
由
の
原
則
」

で
ゴ
シ
ゴ
シ
も
ま
れ
、
フ
ル
イ
に
か
け
ら
れ
て
、
非
行
事

実
は
や
せ
細
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　善
良
な
組
合
員
に
と
っ
て
は
耐
え
難
い
こ
と
で
「
そ
ん

な
者
は
村
八
分
だ
」
と
か
「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
ん
な
こ
と

も
あ
っ
た
」
と
い
う
「
浜
の
声
」
。
こ
れ
に
加
え
、
裁
判

結
果
が
明
ら
か
で
な
い
内
に
「
勝
っ
た
、
負
け
た
」
の
空

気
が
作
ら
れ
、
執
行
者
も
動
揺
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
、

訴
訟
の
適
切
な
遂
行
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
浜
の
声
」
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
は
大
切
な
の
で
す
が
、

組
合
役
職
員
が
毅
然
た
る
態
度
を
維
持
し
て
欲
し
い
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　協
同
組
合
の
制
度
は
、
公
正
で
理
想
的
な
共
同
社
会
を

目
指
す
も
の
で
す
。
現
在
の
資
本
主
義
的
な
競
争
社
会
の

思
想
や
法
制
度
と
は
し
っ
く
り
し
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
共
同
漁
業
権
行
使
規
則
に
は
行
使
承
認
基
準
が
、

行
政
の
示
す
例
の
ま
ま
の
み
が
認
可
さ
れ
て
い
る
実
態
が

あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
き
め
細
か
い
「
生
計
の
当
該
漁
業

へ
の
依
存
度
」
を
行
使
制
限
基
準
に
す
る
な
ど
の
工
夫
に

よ
っ
て
、
所
得
機
会
の
均
等
化
に
資
す
る
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
意
見
の
反
映
も
活
動

と
し
て
必
要
か
と
。

　紛
争
の
防
止
と
解
決
に
は
、
説
得
を
繰
り
返
し
行
っ
て

納
得
を
得
る
こ
と
が
早
道
で
、
組
合
の
円
滑
な
運
営
に
欠

か
せ
な
い
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
怠

り
の
な
い
執
行
者
の
態
度
、
つ
ま
り
組
合
運
動
に
重
要
な

原
則
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
教
育
活
動
」
の
重
要
性

が
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　日
ハ
ム
の
応
援
に
は
札
幌
ド
ー
ム
ま
で
出
か
け
て
、
今

年
は
三
回
行
き
ま
し
た
。
最
近
の
試
合
は
残
念
で
す
。
春

に
な
る
と
沖
縄
へ
息
抜
き
に
訪
れ
、
ミ
ス
テ
リ
ー
や
小
説

を
原
書
で
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。
弁
護
士
ペ
リ
ー
・
メ

イ
ス
ン
も
の
は
お
す
す
め
で
す
。
生
ま
れ
は
上
湧
別
町

（
現
在
の
湧
別
町
）
魚
が
大
好
き
で
毎
日
食
べ
ま
す
。
こ

の
度
の
叙
勲
は
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
ご
褒
美
に
与
え
ら
れ

た
も
の
と
し
て
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ぎ
ょ
れ
ん
顧
問
弁
護
士

み
の
り

【聞き手】大久保 法幸
（ぎょれん指導教育部）

山

　
本

　
　
　
穫
さ
ん

対  

談

漁
協
系
統
顧
問
活
動
を
振
り
返
っ
て

漁
業
関
係
者
と
お
付
き
合
い
し
て
み
て

事
実
関
係
を
も
と
に
一
緒
に
考
え
た
い

確
固
と
し
た
事
実
の
認
識
と「
浜
の
声
」

遊
漁
船
業
の
事
故
に
組
合
は
責
任
を
負
う
の
か

問
わ
れ
る
組
合
の
指
導
力

個
人
の
自
由
と
協
同
運
動
の
は
ざ
ま
で
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ぎょれんが全所属で
ISO14001を認証取得
　ぎょれんは、支店と営業所を含む組織全体で、環境マネジメントシステムを導入
し、国際標準化機構（ＩＳＯ）の環境規格ＩＳＯ１４００１（①）を認証取得しました。今回
はその取り組みについてご紹介します。

　環
境
問
題
へ
の
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
る
中
、
漁
業
と

環
境
問
題
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
ぎ
ょ
れ
ん
は
、「
改

正
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」（
②
）
の
適
用
対
象
と
な
る
な

ど
、
環
境
関
連
法
令
の
順
守
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
ぎ
ょ
れ
ん
で
は
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
」
活
動
の
一
環
と
し
て
、
環
境
負
荷
を
低
く

す
る
取
り
組
み
を
重
要
な
経
営
課
題
の
一
つ
と
位
置
づ

け
、
全
会
的
な
運
動
と
し
て
昨
年
７
月
か
ら
、
国
際
標
準

化
規
格
で
あ
る
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
を
目

指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
．
環
境
基
本
理
念
・
環
境
方
針
を
設
定
し
職
員
へ
の
啓

　
　蒙
を
徹
底

　活
動
の
基
本
方
針
と
な
る
「
環
境
基
本
理
念
」「
環

境
方
針
」
を
設
定
し
、
全
所
属
に
掲
示
し
職
員
へ
の

啓
蒙
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

２
．
環
境
目
標
を
設
定

　環
境
基
本
理
念
を
達
成
す
る
た
め
、環
境
方
針
に
基

づ
い
た「
環
境
目
標
」を
毎
年
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

　Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、
事
業
活
動
に
お
け
る
管
理
業

務
を
円
滑
に
進
め
る
手
法
の
１
つ
で
、
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ（
計
画
）

↓ 

Ｄ
ｏ（
実
行
）↓ 

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評
価
）↓ 

Ａ
ｃ
ｔ（
改

善
）の
４
段
階
を
順
次
行
っ
て
１
周
し
た
ら
、
最
後
の
改

善（
Ａ
）を
次
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
げ
、
ら
せ
ん

を
描
く
よ
う
に
サ
イ
ク
ル
を
向
上
（
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ

プ
）
さ
せ
、
継
続
的
に
改
善
さ
せ
ま
す
。

　Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
で
は
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
基
本
と
し
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け
、
継
続
的
な
組
織
全
体
の
改
善

を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　現
在
ぎ
ょ
れ
ん
で
は
、
平
成
23
年
度
の
環
境
目
標
を
個
人

レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
さ
せ
、
組
織
の
環
境
負
荷
を
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
低
減
さ
せ
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
と

し
て
、
使
用
済
み
の
コ
ピ
ー
用
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

に
分
別
収
集
し
、
両
面
を
使
用
し
て
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
照
明
の
間
引
き
や
消
灯
の
徹
底
、
車
両
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
職
員

一
人
一
人
に
活
動
が
浸
透
し
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
の
間
に
も
常
に
活
動
の

評
価（
Ｃ
）を
行
い
、
改
善（
Ａ
）を
図
り

次
の
段
階
へ
向
上
さ
せ
る
事
例
も
あ

り
、
こ
の
活
動
を
通
じ
た
職
員
の
意
識

の
変
化
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
７
月
と
９
月
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
の
審
査
が
行
わ

れ
、
本
所
の
ほ
か
７
支
店
を
対
象
に
、
外
部
審
査
機
関
で

あ
る
㈳
日
本
能
率
協
会
が
実
施
、
審
査
の
結
果
、
ぎ
ょ
れ

ん
の
取
り
組
み
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
判
断

さ
れ
、
10
月
20
日
の
判
定
委
員
会
で
正
式
に
認
証
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
と
も
ぎ
ょ
れ
ん
の
掲
げ
た
環
境
理
念
に
基
づ

き
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
が
る
活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

環
境
負
荷
低
減
を
重
要
な
経
営
課
題
と

　
　

  

位
置
づ
け
全
会
的
な
運
動
と
し
て
展
開

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
環
境
理
念
・

環
境
基
本
方
針
・
環
境
目
標
を
設
定

環
境
目
標
を
達
成
す
る
た
め

　
　
　欠
か
せ
な
い「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」サ
イ
ク
ル

環
境
目
標
を
個
人
レ
ベ
ル
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　浸
透
さ
せ
て
活
動
中

今
後
と
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て

    

環
境
負
荷
の
低
減
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す

①ＩＳＯ１４００１…組織活動が環境に及ぼす影響を、最小限に食い止めることを目的に定められた、環境に関する国際的な標準規格。

②
改
正
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
…
企
業
全
体
の
年
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
が
１
５
０
０
ｋＬ
以
上
の
企
業
を
対
象
に
、エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
効
率
を
毎
年
１
％
以
上
改
善
す
る
努
力
義

務
が
定
め
ら
れ
た
法
律
。

⑴
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量

年
間
３
％
（
12
万
６
千
枚
）
削
減

⑵
電
力
使
用
量

年
間
15
％
（
12
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
）
削
減

⑶
ぎ
ょ
れ
ん
所
有
車
の
ガ
ソ
リ
ン
使
用
量

　
　
　

  

年
間
５
％（
４
千
リ
ッ
ト
ル
）削
減

⑷
植
樹
活
動

①
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
苗
木
助
成
支
援
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

年
間
１
万
５
千
本

②
海
を
守
る
ふ
ー
ど
の
森
づ
く
り
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

年
間
２
千
５
百
本

③「
魚
つ
き
の
森
」を
作
る
た
め
の
植
樹
活
動
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

年
間
１
０
０
本

平成23年度 環境目標

Plan（計画）

Act（改善）

Do（実施）

Check（確認）

継続的
改善

環境マネジメントシステム（PDCAサイクル）

「目標」を設定
し「実行計画」
を作成する

実行計画通りに
実行する

原因を踏まえて、達
成するための対策を
立案し、実行する

実行した「結果」と「目
標」を対比し、未達成時
はその原因を分析する

片面、両面と用紙サイズで
分別収集できるリサイクルボックス

「お魚殖やす植樹運動記念の森」（当別町）で
道女性連と一緒に行っている植樹活動

写 し
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ぎょれんが全所属で
ISO14001を認証取得
　ぎょれんは、支店と営業所を含む組織全体で、環境マネジメントシステムを導入
し、国際標準化機構（ＩＳＯ）の環境規格ＩＳＯ１４００１（①）を認証取得しました。今回
はその取り組みについてご紹介します。

　環
境
問
題
へ
の
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
る
中
、
漁
業
と

環
境
問
題
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
ぎ
ょ
れ
ん
は
、「
改

正
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」（
②
）
の
適
用
対
象
と
な
る
な

ど
、
環
境
関
連
法
令
の
順
守
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
ぎ
ょ
れ
ん
で
は
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任

（
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Ｓ
Ｒ
）
」
活
動
の
一
環
と
し
て
、
環
境
負
荷
を
低
く

す
る
取
り
組
み
を
重
要
な
経
営
課
題
の
一
つ
と
位
置
づ

け
、
全
会
的
な
運
動
と
し
て
昨
年
７
月
か
ら
、
国
際
標
準

化
規
格
で
あ
る
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
を
目

指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
．
環
境
基
本
理
念
・
環
境
方
針
を
設
定
し
職
員
へ
の
啓

　
　蒙
を
徹
底

　活
動
の
基
本
方
針
と
な
る
「
環
境
基
本
理
念
」「
環

境
方
針
」
を
設
定
し
、
全
所
属
に
掲
示
し
職
員
へ
の

啓
蒙
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

２
．
環
境
目
標
を
設
定

　環
境
基
本
理
念
を
達
成
す
る
た
め
、環
境
方
針
に
基

づ
い
た「
環
境
目
標
」を
毎
年
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

　Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、
事
業
活
動
に
お
け
る
管
理
業

務
を
円
滑
に
進
め
る
手
法
の
１
つ
で
、
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ（
計
画
）

↓ 

Ｄ
ｏ（
実
行
）↓ 

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評
価
）↓ 

Ａ
ｃ
ｔ（
改

善
）の
４
段
階
を
順
次
行
っ
て
１
周
し
た
ら
、
最
後
の
改

善（
Ａ
）を
次
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
げ
、
ら
せ
ん

を
描
く
よ
う
に
サ
イ
ク
ル
を
向
上
（
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ

プ
）
さ
せ
、
継
続
的
に
改
善
さ
せ
ま
す
。

　Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
で
は
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
基
本
と
し
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け
、
継
続
的
な
組
織
全
体
の
改
善

を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　現
在
ぎ
ょ
れ
ん
で
は
、
平
成
23
年
度
の
環
境
目
標
を
個
人

レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
さ
せ
、
組
織
の
環
境
負
荷
を
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
低
減
さ
せ
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
と

し
て
、
使
用
済
み
の
コ
ピ
ー
用
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

に
分
別
収
集
し
、
両
面
を
使
用
し
て
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
照
明
の
間
引
き
や
消
灯
の
徹
底
、
車
両
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
職
員

一
人
一
人
に
活
動
が
浸
透
し
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
の
間
に
も
常
に
活
動
の

評
価（
Ｃ
）を
行
い
、
改
善（
Ａ
）を
図
り

次
の
段
階
へ
向
上
さ
せ
る
事
例
も
あ

り
、
こ
の
活
動
を
通
じ
た
職
員
の
意
識

の
変
化
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
７
月
と
９
月
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
の
審
査
が
行
わ

れ
、
本
所
の
ほ
か
７
支
店
を
対
象
に
、
外
部
審
査
機
関
で

あ
る
㈳
日
本
能
率
協
会
が
実
施
、
審
査
の
結
果
、
ぎ
ょ
れ

ん
の
取
り
組
み
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
判
断

さ
れ
、
10
月
20
日
の
判
定
委
員
会
で
正
式
に
認
証
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
と
も
ぎ
ょ
れ
ん
の
掲
げ
た
環
境
理
念
に
基
づ

き
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
が
る
活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

環
境
負
荷
低
減
を
重
要
な
経
営
課
題
と

　
　
位
置
づ
け
全
会
的
な
運
動
と
し
て
展
開

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
環
境
理
念
・

環
境
基
本
方
針
・
環
境
目
標
を
設
定

環
境
目
標
を
達
成
す
る
た
め

　
　
　欠
か
せ
な
い「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」サ
イ
ク
ル

環
境
目
標
を
個
人
レ
ベ
ル
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　浸
透
さ
せ
て
活
動
中

今
後
と
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て

    

環
境
負
荷
の
低
減
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す

①ＩＳＯ１４００１…組織活動が環境に及ぼす影響を、最小限に食い止めることを目的に定められた、環境に関する国際的な標準規格。
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０
０
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ネ
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％
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。

⑴
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％
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６
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⑵
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⑶
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車
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年
間
５
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４
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ッ
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ル
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⑷
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①
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５
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②
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づ
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５
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０
０
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改善
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左から鋭紀さん、琴未さん、由美子さん、真之介さん

子
供
た
ち
と
の
時
を

　大
切
に
過
ご
す

　
　
　
　山
森
さ
ん
一家

　　猿
払
村
漁
協
で
ホ
タ
テ
船
の
船

頭
を
し
て
い
る
山
森
鋭
紀
さ
ん
、

奥
さ
ん
の
由
美
子
さ
ん
と
は
幼
な

じ
み
で
、
浜
に
は
同
級
生
が
多
く
、

昔
か
ら
芝
桜
を
見
に
出
か
け
た
り
、

ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
鋭
紀
さ
ん
は
浜
頓
別
の
高
校

を
卒
業
後
、
当
時
稚
内
に
あ
っ
た

漁
業
研
修
所
で
３
カ
月
程
過
ご
し

家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
由
美
子
さ

ん
が
漁
協
の
職
員
と
し
て
働
い
て

い
た
頃
鋭
紀
さ
ん
と
結
婚
、
今
も

持
ち
前
の
明
る
さ
で
家
を
切
り
盛

り
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
口
数
が

少
な
い
鋭
紀
さ
ん
に
、「
一
所
懸

命
働
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
良
い

と
こ
ろ
で
す

か
ね
。」
と
由
美
子
さ
ん
は
微
笑

み
ま
す
。

　子
煩
悩
な
鋭
紀
さ
ん
、
子
ど
も

達
と
の
時
間
を
大
切
に
し
て
お
り
、

野
球
が
好
き
な
子
供
た
ち
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
欠
か
さ
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
山
森
家
の

恒
例
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
家
族
で
行
く
こ
と

で
、
子
供
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た

今
で
も
、
漁
が
休
み
に
な
る
１
月

に
は
毎
年
出
か
け
て
い
る
そ
う
で

す
。　豊か

な
猿
払
の
前
浜
を

引
き
継
い
で
い
き
た
い

　　長
男
の
勇
一
郎
さ
ん
は
、
今
年

か
ら
札
幌
の
高
校
に
進
学
し
、
新

た
な
生
活
を
始
め

て
い
ま
す
。
将
来
漁

師
を
継
ぐ
と
宣
言
し

て
い
る
次
男
の
真
之

介
さ
ん
、
今
は
野
球

一
筋
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
真
之
介
さ
ん
と

双
子
の
琴
未
さ
ん
は
、

都
会
に
あ
こ
が
れ
が
あ
り
、
長
男

の
勇
一
郎
さ
ん
同
様
札
幌
へ
の
進

学
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　「ホ
タ
テ
漁
業
を
浮
き
沈
み
な

く
順
調
に
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
然
相
手
の
商

売
で
す
か
ら
、
最
近
は
温
暖
化
を

心
配
し
て
い
ま
す
。」
と
話
す
鋭

紀
さ
ん
は
、
定
置
網
に
か
か
る
ブ

リ
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
不
安
を

覚
え
、
海
が
変
化
し
た
と
感
じ

取
っ
て
い
ま
す
。「
こ
こ
が
一
番

過
ご
し
や
す
い
ね
。
海
の
幸
も
山

の
幸
も
あ
る
し
。」
と
話
す
鋭
紀

さ
ん
は
、
船
頭
と
し
て
家
業
を
継

ぐ
息
子
の
た
め
に
も
、
豊
か
な
前

浜
を
守
る
た
め
尽
力
し
て
い
ま
す
。

《
文
／
菅
野

　厚
》

「浜の家族物語」では、
「なみまるくん」の表紙に
登場するご家族を紹介し
ます。今回は、猿払村漁
協の山森さんご一家で
す。

浜
の
家
族
物
語

　
　

頭

す
っきり!!

　
　

頭

す
っきり!!

11

タ テ の カギ

ヨコ の カギ

テ

　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。今が旬です!!!

応募いただいた方の個人情報は、クイズ当選者への図書カード進呈
と、広報なみまるくん「浜だより」の、おたより掲載（氏名・市町
村名）にのみ、使用いたします。

〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目1番地
北海道漁業協同組合連合会  総務企画部  広報担当
＊FAX番号 011－（242）－3543
＊電子メール info＠gyoren. or. jp

応募先

正解者の中から抽選で５名の方に図書カードを進呈
いたします。ハガキ、ＦＡＸもしくは電子メールに
答えと浜のたより及びご意見・ご提言など、住所・
氏名・年齢を書き添えて、どしどしご応募ください。

10月号の解答と当選者

1 2 3

7

10

14

2120

15 17

1918

16

1312

11

8 9

54

6

1 2 3

7

10

14

21 22 2320

24

15

17 1918

16

1312

25

11

8

9

54

6

（11月15日消印有効）

解答 となります。

コロモガエ

※右と左の絵には、6ヵ所の異なるところがあります。
　さあ、見つけてください。（印刷のズレや汚れは関係ありません。）間違いは6つです。

※答えは17頁にあります。

クロスワードパズル

間違いさがし間違いさがし

クロスワードパズル

間違いさがし

ス
キ イオマウ

ム
ク
ツマ ロシ レ
トワ リキ ギ リ スア

ラクシチム クキ ボ
ヤ ンシ ヨ ーカマシ

キガ ン エイイ モ
ス ズスイキ ム ンラ

ハ カ タ マダココ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

佐藤恵美子さん
奥田莉々加さん
熊谷　勝博さん
池本　剛幸さん
澤田　淳子さん

函 館 市
別 海 町
増 毛 町
神恵内村
札 幌 市

毎月２３日は、○○の日
時間や時期が決まってないこと
千歳飴を食べてお祝いします
木が２つで林、木が３つでは？
１１月２３日は何の祝日？
お刺身に添えられています
物知りが傾けるもの
ハーブや薬草が入ったお風呂
生卵は割るけど、ゆで卵は剥きます
縁起物の熊手を売る○○の市
黙ってみていること
春・夏・秋・冬
恥ずかしいと火が出るところ
鬼や鹿の頭に生えています

１１月２２日は、いい○○○の日
陰暦１１月の呼び名
ふぐ鍋の別名
この子の誕生で祖父母になりました
無罪が白なら有罪は？
空気を入れ換えること
中学では数学、小学校では？
事態が進展しない＝○○が明かない
キログラムの次に重い単位
国数英理社の理とは？
曇天＝○○○
一番、美味しく食べれる時期
うさぎが餅つきしているように見えます
これを拾ったら警察に届けましょう
○○は無くとも子は育つ

①
②
③
④
⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
⑬
⑯
⑰
⑱
⑲

①
③
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑰
⑲
⑳
㉑

1 2 3

7

10

14

21 22 2320

24

15

17 1918

16

1312

25

11

8

9

54

6
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木が２つで林、木が３つでは？
１１月２３日は何の祝日？
お刺身に添えられています
物知りが傾けるもの
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漁業用燃油の免税措置恒久化を求める「北海道漁業代表者集会」開催

　9月30日（金）京王プラザホテル札幌で、漁業用燃油
の免税措置恒久化を求める「北海道漁業代表者集会」
が開催されました。平成24年3月末に軽油取引税の免
税措置及び農林漁業用Ａ重油への免税還付措置が期限
切れを迎え廃止になった場合、道内の漁業者は19億3
千万円の負担増を強いられることになり、漁業経営安
定化のため全道の漁業者が結集しました。
　初めに主催者を代表してぎょれん櫻庭会長は「漁業
経営存続のため、すべての漁業用燃油の免税措置恒久
化の実現が不可欠です。水産物の安定供給体制を確保
するための漁業生産活動が継続できるよう、本道漁協
系統をあげた運動を進めていきたい。」と挨拶、続い
てＪＡ北海道農協中央会飛田会長は「最重点項目とし
て免税措置の恒久化に取り組む覚悟です。漁業者・農
業者の経営安定のため共に頑張りましょう。」と激励
しました。北るもい漁協今組合長は「本気で我が国の
漁業を守ろうとしているのか。我々漁業者に死ねとい
うのか。」と発言、八雲町漁協水口理事は「漁業用燃
油をすべて軽油に依存しています。免税措置が廃止さ
れれば漁業は続けられない。」と窮状を訴えました。
道漁青連髙桑会長が決議文を読み上げ全会一致で採択、
最後に参加者全員によるシュプレヒコールで大会を締
めくくりました。

漁業用燃油の免税措置恒久化を北海道知事へ要請

高橋知事に農林水の代表が要望書を手渡す

北海道漁業を守るため全道の漁業者が結集

　10月17日（月）道庁知事会議室において、漁業用燃
油の免税恒久化に関する北海道知事への要請活動が行わ
れました。要請は９月30日に行われた北海道漁業代表者
集会決議に基づき、北海道農協中央会、北海道森林組合
連合会と共に、それぞれの要望書を高橋北海道知事に手
渡しました。
　
〈決　議〉
１．農林漁業用Ａ重油にかかる石油石炭税の免税・還
付措置について、恒久化すること。
２．漁船に使用する軽油にかかる軽油引取税の免税措
置について、恒久化すること。
３．地球温暖化対策税については、漁業者の負担が一
切増えることのないよう万全の措置を講じること。
とくに燃油への課税についてはＡ重油に限らず、軽
油も含めて油種にかかわらず負担増を回避するよう
措置すること。

大会決議を全会一致で採択した後、すぐに
高原道副知事に要望書を手渡しました

「これ以上漁業者を苦しめるな!」
シュプレヒコールで大会を締めくくりました

要望書を高橋知事へ手渡すぎょれん櫻庭会長（左）

漁業経営の現状と要望の趣旨を説明しました

浜のおかあさん料理教室開催

宗谷の３品が料理教室のメニューに並ぶ
　10月2日（日）江別市にある立命館慶祥高校において、
第104回浜のおかあさん料理教室が行われました。1～3
年生までの生徒32名が、宗谷地区のおかあさんたちに指
導を受けながら、浜料理に挑戦しました。メニューには
宗谷地区を代表する3品が取り入れられ、「ホタテのはさ
みフライ」、「タコハンバーグ」、「ホッケのチャンチャン
焼き」等4品と、前日から準備したいくら醤油漬けを使っ
たどんぶりが登場しました。同校では進学後の暮らしに
役立つ料理指導も行っており、今回の料理教室で故郷北
海道の浜の味が、レパートリーに加わったようです。

羽幌特産のエビの殻むきやホタテの貝むきを体験
　10月2日（日）札幌市にある藤女子中学・高校におい
て、今年最後となる浜のおかあさん料理教室が開催され
ました。北るもい漁協羽幌地区女性部が講師を務め、同
中学・高校から参加した生徒30名が、エビの殻むきやホ
タテの貝外しを体験、「豆腐の甘エビとろみ煮」、「鮭
の唐揚げサラダ」等４品を仕上げました。木村女性部長
は「私たちが手を貸さなくても、とても上手に出来まし
た。」と生徒たちの料理を評価、試食後、今回の料理教
室に感謝を表し、参加した生徒から浜のおかあさんに花
が贈られ、最後に藤女子学園から、東日本大震災で被災
した漁業関係者への義捐金が贈呈されました。

鮭の腹から「筋子」が出てきて思わず拍手

初めてのホタテの貝むきも楽しく出来ました
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道ぎょれん会開催

　10月6日（木）札幌市にあるロイトン札幌において、
道ぎょれん会（お取引先懇談会）が開催されました。
道ぎょれん会は、北海道産水産物を取扱っていただい
ているぎょれんの取引先との情報交換・親睦を図るこ
とを目的に、全国の荷受、水産物メーカー、道内の加
工業者、燃油・資材等を取扱うメーカー、水産加工を
行う漁協など約300名が一堂に会しました。
　開会にあたりぎょれん櫻庭会長は「この懇談会は例
年５月に開催してきましたが、今年は3月の東日本大震
災の発生もあり、春の開催は見送りましたが、全国の
水産関係者が一堂に集い、北海道から「元気を発信す
る機会になれば」との思いから開催しました。今後と
も「絆」を深め更なる関係の発展を期待しています。」
と挨拶、続いてぎょれん西副会長から北海道漁業の動
向について基調報告がありました。読売新聞特別編集
委員の橋本五郎氏が「日本再生に向けた処方箋～大震
災をどう乗り越えるか」と題して講演を行い、関東大
震災の震災対応を例に出しながら、東日本大震災復興
構想会議委員としての自身の意見などを話しました。
懇親会の閉会にあたり、㈱仙台水産の島貫会長が、東
日本大震災の支援に対する感謝を込め挨拶、三本締め
で会を締めくくりました。

「絆」を深め更なる関係の発展を期待

主催者を代表してぎょれん櫻庭会長が挨拶

橋本五郎氏は「自分が首相だったらこうしたい」
という復旧復興について熱く語りました

ホクレン大収穫祭にぎょれんが初出店

　10月18日（火）から24日（月）まで、札幌市中央
区にある三越札幌店10階催事場において、「2011ホ
クレン大収穫祭」が開催され、40回目の節目を記念し
てぎょれんが初出店しました。会場は収穫期を迎えた
道産農産物に加えて、旬の水産物が並ぶとあって、初
日から連日大盛況でした。ぎょれんのコーナーには、
鮭、ホタテ、昆布の北海道を代表する3品をはじめ、道
内の加工場で作られた製品もずらりと並び、中でもぎ
ょれんのフライ製品をその場で揚げて販売するコーナ
ーは、行列が出来るほどの人気を集めました。

40回記念の大収穫祭は大にぎわい

三越10階の催事場は大にぎわいでした
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地元の味をあなたの町から  ～北海道斜里町～

　9月29日（木）斜里町ウナベツ
スキーロッジにおいて、きょうの
料理全国キャラバンが行われまし
た。このイベントは秋鮭をテーマ
に、北海道秋鮭普及協議会、ぎょれ
んの協賛により行われました。ま
た、その模様の一部は10月19日
と20日の両日、NHKEテレ「きょ
うの料理」の中で紹介されました。

まずは地元の鮭料理を味わうコウケンテツさん（右）

新鮮な秋鮭を使った「チゲ鍋」はコウさんの得意料理です

出来上がった料理の見栄えを、真剣な表情で
確認しています

料理スタッフとの打ち合わせの様子
イベントではスタッフの準備が決めてです

きょうの料理全国キャラバン

　少し小高い上にある町営のウナベツスキーロッジには、地元斜里
町の皆さんが来場、料理研究家のコウケンテツさんをゲストに迎
え、後藤アナウンサーの司会
で、ステージは楽しく進行し
ました。
　第一部は「これが定番！秋
鮭料理」と題し、地元を代表
して青木陽子さんが、「秋鮭
のつみれ汁」、「秋鮭のおろ
しポン酢あえ」等３品を紹
介、とてもなめらかな語り口
で説明しながら料理をする姿
は、さながら料理の先生と
いった風格がありました。
　「これは驚き！秋鮭で新定
番」と題した第２部では、コ
ウさんが地元韓国の味「キム
チ」を使った「秋鮭の親子チ
ゲ」、「秋鮭とかぼちゃのカ
レー」等３品を仕上げ、「レ
パートリーは無限に広がりま
すね。」と話しながら、秋鮭
の素材の良さに改めて感心し
ていました。

撮影の合間に会場を盛り上げる
NHK「きょうの料理」司会　  後藤繁榮さん

ウトロ漁港を訪れたときの様子

早朝斜里の港では水揚げしたばかりの
秋鮭とご対面しました

旬の秋鮭を使った料理は
　　　　 無限に広がる可能性
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40回記念の大収穫祭は大にぎわい

三越10階の催事場は大にぎわいでした
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地元の味をあなたの町から  ～北海道斜里町～
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確認しています
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イベントではスタッフの準備が決めてです

地元の味をあなたの町から  ～北海道斜里町～
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早朝斜里の港では水揚げしたばかりの
秋鮭とご対面しました

旬の秋鮭を使った料理は
　　　　 無限に広がる可能性
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　　　　　旬のさんまは全国的に秋を代表する魚となりましたが、関西より西では、関
東に比べ若干ながら消費量が少ないのが現状です。そこで、関西地区の消費者にもっと
さんまに親しんでもらおうと、平成19年より全国さんま漁業協会との共同宣伝事業とし
て「大阪さんま祭り」を行っています。5年目となる今年は、9月25日（日）の秋晴れの中
開催されました。

　会場は大阪の中心部にある大型商業施設「新梅田シティ」。当日は事前にラジオで告知されたお祭
り開催の情報を聞きつけ、多くの方が集まりました。会場では、600名分の「焼きさんま」と全国
さんま漁業協会が製造した「さんま缶詰」「さんまフレーク」を無償提供した他、特製の団扇やさん
まのレシピカードもプレゼント。
　炭火で香ばしく焼きあがった脂ののったさんまが、次々と手渡され「こんなにおいしいさんまは初
めて食べた」という感想や、配布したレシピカードを手に「家でももっとさんまを食べたい」といっ
た声が聞かれました。

関西地区の消費拡大へ
　　　さんま祭でＰＲ

おいしいさんまにニッコリ 大阪ABCラジオの生中継で、
盛り上がる祭りをPRしました

　東京、大阪の消費者に秋鮭
の魅力を知ってもらうことを
目的に「秋鮭 いくら料理教室」
を開催。秋鮭料理の他、生筋
子からの醤油いくら作りにも
挑戦。参加者は「秋鮭とアサ
リの白ワイン蒸し」等の料理
に舌鼓を打ち、北海道の旬の
恵みを実感してもらえたよう
でした。

　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ　　　さんま祭でＰＲ大阪

首都圏・関西圏で「秋鮭 いくら料理教室」開催

東京 大阪で
計10回開催
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（社）北海道漁船海難防止・水難救済センター

まさかより　もしもで防ごう　海 難事 故

　鮭
定
置
漁
は
今
が
最
盛
期
で
す
。
10

月
か
ら
は
ア
ワ
ビ
漁
で
す
が
、
時
化
で
出

漁
が
少
な
い
で
す
。

（
小
樽
市

　宮
古

　知
行
さ
ん
）

　半
袖
か
ら
長
袖
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

冬
囲
い
も
終
わ
り
ま
し
た
。
お
魚
屋
さ
ん

に
、
ハ
マ
チ
・
フ
ク
ラ
ゲ
・
秋
イ
カ
・
カ

ス
ベ
・
赤
エ
ビ
・
ヒ
ラ
メ
・
カ
ジ
カ
等
が

豊
富
に
揃
っ
て
い
ま
す
。
カ
ジ
カ
に
大
根

を
入
れ
た
暖
か
い
味
噌
汁
は
私
の
大
好
物

で
す
。
孫
か
ら
修
学
旅
行
の
知
ら
せ
が
来

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

（
島
牧
村

　泉
谷

　泰
三
さ
ん
）

　か
に
、
サ
ン
マ
、
産
業
祭
と
根
室

の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
も
終
わ
り
、
だ
ん
だ

ん
と
冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

（
根
室
市

　高
橋

　ナ
ツ
子
さ
ん
）

　９
月
下
旬
か
ら
私
が
体
調
を
崩
し

て
し
ま
い
、
し
ば
ら
く
の
間
パ
パ
が
一

人
で
昆
布
採
り
に
出
て
い
ま
し
た
。
10

月
に
入
っ
て
か
ら
は
体
調
も
戻
り
、
パ

パ
と
二
人
で
昆
布
採
り
に
出
て
い
ま
す
。

風
は
冷
た
く
、
海
水
も
冷
た
く
、
手
が

凍
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
く
ら
い
辛
か
っ

た
で
す
。
長
い
棹
を
立
て
昆
布
を
ね
じ

る
こ
と
も
大
変
で
し
た
。
思
い
通
り
に

採
る
こ
と
が
こ
と
が
出
来
ず
、
苦
し
い

思
い
ば
か
り
で
す
。
昆
布
採
り
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
数
日
、
パ
パ
と
二
人
で
頑

張
り
ま
す
。

（
浜
中
町

　新
岡

　亜
抄
美
さ
ん
）

　北
海
道
も
い
よ
い
よ
秋
本
番
！
食

べ
物
の
お
い
し
い
季
節
に
な
り
、
楽
し

み
が
い
っ
ぱ
い
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
札
幌
市

　澤
田

　淳
子
さ
ん
）

　今
月
の
鮭
鍋
の
レ
シ
ピ
、
と
て
も

お
い
し
そ
う
。
で
も
今
年
は
定
置
網
で

サ
ケ
が
獲
れ
な
く
て
。
ま
だ
１
回
も
食

べ
て
な
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
獲
れ
た
ら

鮭
鍋
を
作
っ
て
み
よ
う
。

（
函
館
市

　野
村

　百
合
子
さ
ん
）

　雪
虫
が
飛
ん
で
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ

冬
支
度
を
し
ま
す
。
ホ
ッ
ケ
の
寿
司
を

今
年
も
ま
た
作
り
ま
し
ょ
う
。

（
島
牧
村

　小
倉

　陽
子
さ
ん
）

　９
月
か
ら
ウ
ニ
漁
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
実
入
り
が
今
一
つ
で
ち
ょ
っ
と

休
業
。
天
然
の
昆
布
採
り
は
ま
だ
や
っ

て
い
ま
す
。
ウ
ニ
の
実
入
り
が
早
く
良

く
な
っ
て
、
価
格
も
良
く
な
る
と
い
い

で
す
ね
。

（
函
館
市

　佐
藤

　恵
美
子
さ
ん
）

　札幌の高校で行われた浜のおかあさん料理

教室にて、いくらの醤油漬けをたっぷりのせた

ごはんを学生が「マジやばい、やばいよ」と言い

ながら、同級生同士楽しそうにほおばっていま

した。「浜の味を忘れるなよ」と心でつぶやきな

がら、ピースサインをする笑顔にレンズを向け

ました。  　　 　　　　　　　　　  （編集部）

11pの間違いさがしの答え

（根室市　渡辺　楓花さん）

無洗米「大漁御膳」のお求めは、お近くの漁業協同組合へ

グループグループ

本社 TEL（011）261-0884  函館支店 TEL（0138）22-4146  釧路支店 TEL（0154）41-7145  長万部営業所  TEL（01377）2-4118

専門のノウハウ 浜に密着した機動力専門のノウハウ 浜に密着した機動力

漁業資材・施設設備で北海道の浜をサポート
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浜

の家
庭料理をご紹介

羅臼漁協　　

田中　郁子さん

海ライス

【作り方】
米を研ぎ３０分位置く。
水１リットルに昆布を入れ、沸騰したら昆布を取り出し、昆布だし
を取る。
取り出した昆布は２～３ｃｍ位の長さの千切りにする。
①に③の昆布と②で取った昆布だし、Ａを入れ、２合の目盛りま
で水を入れて炊く。
塩鮭は焼いてから身をほぐす。
ご飯が炊きあがったら⑤を入れて混ぜる。
⑥を器に盛り、白ごまと千切りにした大葉を散らして出来上がり。

❶
❷

❸
❹

❺
❻
❼

昆
布
と
鮭
を
使
っ
た
簡
単
ご
は
ん

　
今
回
は「
海
ラ
イ
ス
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。水
で
戻
し
た
昆
布
を
１
セ
ン
チ
程
の

千
切
り
に
し
、鮭
を
焼
き
ほ
ぐ
し
て
フ
レ
ー
ク
を
作
り
混
ぜ
合
わ
せ
、ご
ま
の
風
味

を
効
か
せ
た
簡
単
な
料
理
で
す
。北
海
道
を
代
表
す
る
味
覚「
昆
布
と
鮭
」を

使
っ
た
美
味
し
い
ご
は
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【材料】（4人分）
・米・・・２合
・塩鮭・・・２切れ
・白ごま・・・適量
・大葉・・・４枚
・昆布・・・３枚（１５ｃｍ）
・昆布だし・・・１/２カップ

・しょうゆ・・・大さじ２
・みりん・・・大さじ１
・塩・・・小さじ１
・さとう・・・大さじ1と１/２

鮭と昆布で
つくる

○A
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